
 

「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

第 88 回 

『「to do」の前に「to be」 〜 懐を深くして 感動を与える 〜』 

2921 年 12 月 17 日 3 回目のコロナワクチン接種（順天堂大学に於いて）を行っ

た。 その後、筆者が代表を務める第 210 回「南原繁研究会定例研究会（研究会

代表のあいさつ) に向かった（学士会館に於いて）。 今回の箇所は『聞き書 南

原繁回顧録』（東京大学出版会）の『追悼講演「小野塚先生と南原先生」

（423-431 ページ）、「南原先生を師として」（423−459 ページ）、「南原

先生の遺されたもの」（460−490 ページ）、「解説―南原繁百歳」（491−517

ページ）、「後記」（518−523 ページ）』であった。 読書会の発表者は、高

橋幸輝 氏、自由発表者は、栗山馨 氏「小野清一郎、団藤重光の国家観と南原

繁」であった。 さらに山口周三 氏が持参された資料『南原繁 講演「現代をい

かに生きるか」』を拝読した。 

 

高橋幸輝 氏の「高次な段階への発展」、「多様な国民的個性」は、まさに、「個

性と多様性」であろう！ 「顔の作り」も勉強になった。「風貌を診て心まで診

る」は、病理診断の基本である。 栗山馨 氏の「人格（形成）責任論」vs「行

為責任」から、「安楽死」vs「尊厳死」の違いが鮮明に思い出されました。 「不

連続の連続性」の言葉も勉強になった。 筆者は、発がん病理学者として若き日

から発がん機構「不連続の連続性」を 今は亡き恩師（戦後、南原繁が東大総長

時代の東大医学部の学生）から学び、筆者は授業で時々使用している。 山口周

三 氏の『「何かをなす」(to do)の前に「何であらねばならぬか」(to be)』は、

教育の原点であろう！ 2003年、to be出版を立ち上げ、『われ１２世紀の新渡

戸とならん』を発行したことが、人生の忘れ得ぬ想い出である。 不思議な時の

流れを痛感する日々である。 

 

2021年 12月 18日 WEB開催『第１２回勝海舟記念下町（浅草）がん哲学外来シ

ンポジウム』に参加した（画像 1,2）。 筆者は、講話『22世紀に向けてのがん

哲学』の機会が与えれた。 皆様のメセージ、特別講演、講話は、大変勉強にな

った。 来年は、『新渡戸稲造生誕 160周年』を記念して、シンポジウム『勝海

舟と新渡戸稲造の繋がり 〜 現代的意義 〜』は企画される予感がする。 日本

時間 2021年 12月 19日（日）午前 9時に Zoom ウェビナー講演『がん哲学外来 〜 

http://nanbara.sakura.ne.jp/hello.html
http://nanbara.sakura.ne.jp/hello.html


患者をとりまく心のケア 2021 〜』をアメリカから依頼された。 早朝、アメリ

カ在住のスタッフの方から「このたび先生とシェアの皆さんと ご一緒する機会

をいただいたことで、改めて先生の本を読み直し、言葉の処方箋に触れ直す機

会となりました。 感謝しています。 先生は、やっぱりこの一言だな〜と思い

ました（画像 3）。 私は まだまだ力の抜けない雑種犬ですが、先生のようなチ

ャウチャウ犬の佇まいを目標に、私らしく今日 1日を過ごしたいと思います。」

との心温まるユーモア溢れるメールを頂いた。 大いに感動した。 まさに、「脇

を甘くして つけ入るすきを与え、懐を深くして 感動を与える」（画像 4）の実

践であろう！ 
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